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1.  平成25年3月期第1四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第1四半期 1,669 59.0 153 ― 191 ― 121 ―
24年3月期第1四半期 1,050 △31.3 △5 ― 12 △92.6 1 △98.0

（注）包括利益 25年3月期第1四半期 6百万円 （△62.5％） 24年3月期第1四半期 16百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第1四半期 12.40 ―
24年3月期第1四半期 0.20 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第1四半期 4,604 3,298 71.6 337.29
24年3月期 4,860 3,320 68.3 339.58
（参考） 自己資本   25年3月期第1四半期  3,298百万円 24年3月期  3,320百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00
25年3月期 ―
25年3月期（予想） 0.00 ― 4.00 4.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 1,920 13.6 62 ― 82 ― 49 ― 5.00
通期 4,500 13.2 120 400.0 160 150.0 100 ― 12.20



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引
法に基づく四半期決算財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業
績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる情報及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添
付書類2ページの「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期1Q 9,780,000 株 24年3月期 9,780,000 株
② 期末自己株式数 25年3月期1Q 403 株 24年3月期 403 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期1Q 9,779,597 株 24年3月期1Q 9,779,597 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

  当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興特需を背景に緩やかに持ち直しつつある

ものの、ユーロ圏の信用不安拡大や新興国の成長鈍化などにより世界的な景気の減速が懸念され、その影響による

円高進行や、デフレの継続等により、景気の先行きは依然として不透明な状況が続いています。 

  

 旅行業界における海外旅行動向は、中東の一部地域などは、依然として政情不安の影響を受けておりますが、全

体としては円高基調を背景とした海外旅行者数は増加・回復傾向で推移しました。 

  

 このような状況下、当社グループは、引き続きお客様の立場に配慮した「ゆとりある豊かな旅」「高い安心感と

満足感」の提供を実践し、他社と差別化されたサービスの一層の向上を目指してまいりました。 

  

 まず、商品開発面におきましては、ありきたりでない満足度の高い商品の開発を前提に、お客様の体力に合わせ

た３段階に選べる弊社基準「ゆったり度」を更に商品に付加させました。それにより体力のある方はもちろん、

「ゆとりを極める安心の旅」などは年齢や体力を理由に海外旅行を諦めていた方にもご参加いただいくことが可能

となっております。 

 また、お客様のご要望の高い部分にスポットライトを当てた「秋の味覚を楽しむヨーロッパ」・「芸術鑑賞を楽

しむヨーロッパ」や、快適さと新しい視点を求めた旅として「釣魚台国賓館での晩餐会と優雅な中国」など季節感

やテーマ性の高い商品を発表しております。 

  

 販売面におきましては、弊社創業35周年記念企画の最後を飾る「ベルサイユ宮殿貸切見学と晩餐会」や「世界三

大運河リール運河と麗しのバルト海クルーズ」をはじめとする海クルーズ、そして増便したセレナーデ号を中心と

した河船クルーズ含めて、全体的に順調に推移いたしました。 

 その結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、営業収益16億69百万円（前年同期 10億50百万円／前年同期比 

59.0％増）となりました。 

  

 利益面におきましては、当第１四半期連結累計期間は、営業利益1億53百万円（前年同期 営業損失5百万円）、

経常利益1億91百万円（前年同期 12百万円／前年同期比 1448.6％増）、四半期純利益1億21百万円（前年同期 1百

万円／前年同期比6026.2％増）となりました。 

   

   

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況  

 当第１四半期連結累計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ２億56百万円減少して、46億04百万円となり

ました。主な増減要因としては、現金・預金が46百万円減少したこと及び季節変動により営業債権(営業未収入

金・旅行前払金)が1億20百万円減少したことによります。負債は、同じく季節変動により営業債務(営業未払金・

旅行前受金)が減少したことにより、前連結会計年度末と比べ2億33百万円減少し、13億5百万円となりました。純

資産の残高は、投資有価証券の時価評価及び為替予約等の時価評価や配当の支払いなどにより、32億98百万円(前

連結会計年度末は33億20百万円)となり、22百万円の減少となりました。 

   

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 当社グループの第１四半期連結会計期間の業績につきましては、業績は概ね計画通り推移しており、現時点で

の、平成25年３月期の第2四半期連結累計期間及び通期連結業績予想につきましては、平成24年５月15日に開示い

たしました「平成24年３月期 決算短信」から変更はございません。 

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。   

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。  

   

   

１．当四半期決算に関する定性的情報

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（減価償却方法の変更） 

 当社及び連結子会社は，法人税法の改正に伴い，当第１四半期連結会計期間から，平成24年４月１日以降に取得し

た有形固定資産については，改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しています。 

 この変更による当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響額は軽微です。 

  

   

 該当事項はありません。 

   

３．継続企業の前提に関する重要事象等
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４．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,534,859 1,488,002

営業未収入金 10,539 7,204

有価証券 47,898 47,696

貯蔵品 4,534 5,344

旅行前払金 343,487 226,439

その他 95,436 75,411

貸倒引当金 △60 △60

流動資産合計 2,036,696 1,850,038

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 158,213 154,974

減価償却累計額 △116,332 △112,445

建物及び構築物（純額） 41,880 42,529

土地 37,780 37,780

その他 87,689 95,627

減価償却累計額 △80,737 △89,185

その他（純額） 6,952 6,442

有形固定資産合計 86,613 86,751

無形固定資産 15,610 15,338

投資その他の資産   

投資有価証券 933,380 881,317

長期貸付金 1,717,749 1,709,037

その他 426,621 418,105

貸倒引当金 △356,571 △356,571

投資その他の資産合計 2,721,179 2,651,888

固定資産合計 2,823,403 2,753,979

資産合計 4,860,099 4,604,017

負債の部   

流動負債   

営業未払金 216,560 253,844

未払法人税等 24,764 70,939

旅行前受金 912,999 499,141

賞与引当金 23,085 7,566

その他 77,146 175,671

流動負債合計 1,254,557 1,007,163

固定負債   

退職給付引当金 89,746 85,630

役員退職慰労引当金 95,164 96,662
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（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第１四半期連結会計期間 
(平成24年６月30日) 

資産除去債務 9,883 9,935

その他 89,778 106,034

固定負債合計 284,573 298,263

負債合計 1,539,131 1,305,426

純資産の部   

株主資本   

資本金 932,550 932,550

資本剰余金 911,300 911,300

利益剰余金 1,546,995 1,638,876

自己株式 △218 △218

株主資本合計 3,390,626 3,482,508

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △44,321 △93,975

繰延ヘッジ損益 △25,336 △89,940

その他の包括利益累計額合計 △69,658 △183,916

純資産合計 3,320,968 3,298,591

負債純資産合計 4,860,099 4,604,017

㈱ニッコウトラベル　（9373）　平成25年３月期第１四半期決算短信

-5-



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

営業収益 1,050,020 1,669,842

営業原価 841,356 1,277,297

営業総利益 208,664 392,544

販売費及び一般管理費 214,227 238,602

営業利益又は営業損失（△） △5,562 153,942

営業外収益   

受取利息 14,037 20,518

受取配当金 3,859 7,657

為替差益 439 5,040

その他 417 4,689

営業外収益合計 18,753 37,907

営業外費用   

その他 803 －

営業外費用合計 803 －

経常利益 12,388 191,849

特別損失   

投資有価証券評価損 － 2,207

特別損失合計 － 2,207

税金等調整前四半期純利益 12,388 189,641

法人税、住民税及び事業税 1,744 68,919

法人税等調整額 8,665 △497

法人税等合計 10,409 68,421

少数株主損益調整前四半期純利益 1,978 121,220

四半期純利益 1,978 121,220
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 

 至 平成24年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,978 121,220

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 5,544 △49,654

繰延ヘッジ損益 8,699 △64,604

その他の包括利益合計 14,244 △114,258

四半期包括利益 16,223 6,962

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 16,223 6,962

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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 該当事項はありません。   

   

   

 該当事項はありません。   

   

   

（セグメント情報）   

 当社グループの事業は、旅行業という単一セグメントに属するため、セグメントに係る記載は、該当がありませ

ん。 

  

   

 該当事項はありません。   

   

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（５）セグメント情報等

（６）重要な後発事象
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（１）販売及び仕入実績の状況 

  

①販売実績   

A．商品別売上高 

（注）その他売上は保険手数料及び渡航申請手数料等の収入であります。 

  

B．種別旅行売上高 

  

C．渡航先別顧客数 

(注) 当社グループの顧客層は、年間で見た場合に欧州方面の旅行需要が主流を占めております。 

     特に欧州方面のべストシーズンである初夏及び紅葉の時期に需要が集中するため、第１四半期    

   及び第３四半期の顧客数が他の四半期と比べて高くなっております。 

  

②仕入実績 

（注）地上費は主催旅行における海外現地の宿泊費・交通費・その他の費用であります。 

  

５．補足情報

区分 

前第１四半期連結会計期間 

（自 平成23年４月１日 

  至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結会計期間 

（自 平成24年４月１日 

  至 平成24年６月30日） 

 旅行売上 （千円） 

  その他売上（千円） 

   

  

1,045,988

4,032

   

  

1,663,900

5,941

 合計（千円）    1,050,020    1,669,842

区分 

前第１四半期連結会計期間 

（自 平成23年４月１日 

  至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結会計期間 

（自 平成24年４月１日 

  至 平成24年６月30日） 

 募集型企画旅行（千円） 

受注型企画旅行・手配旅行（千円） 

 

 

960,544

85,444

 

  

1,630,570

33,330

 合計（千円）   1,045,988  1,663,900

行先 

前第１四半期連結会計期間 

（自 平成23年４月１日 

  至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結会計期間 

（自 平成24年４月１日 

  至 平成24年６月30日） 

 ヨーロッパ（人） 

ロシア（人） 

中東（人） 

北米（人） 

中南米（人） 

オセアニア（人） 

アジア（人） 

アフリカ（人） 

南極（人） 

その他（人） 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

1,383

－

68

80

12

4

83

－

－

－

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,891

－

71

168

－

－

102

－

－

－

 合計（人）  1,630  2,232

商品名 

前第１四半期連結会計期間 

（自 平成23年４月１日 

  至 平成23年６月30日） 

当第１四半期連結会計期間 

（自 平成24年４月１日 

  至 平成24年６月30日） 

 航空運賃・地上費（千円） 

広告原価（千円） 

その他（千円）  

 

 

 

714,318

64,065

44,442

 

 

 

1,065,251

110,613

71,547

 合計（千円）  822,826  1,247,412
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（２）その他注記情報 

(四半期連結貸借対照表関係) 

当第１四半期連結会計期間（平成24年６月30日） 

偶発債務 

 当社はEuro Cruise Holding B.V.（以下、「同社」とする）と平成18年７月に業務提携を行い、当社優先利用の

河川クルーズ船の建造を委託するとともに、融資契約を締結しております。 

 同河川クルーズ船は平成19年５月より運航を開始し、当社は事業年度のうち一定期間チャーターしております。

また、同船舶の運航業務につきましては同社に全面的に委託しております。 

 過年度より業務提携契約に基づく運航業務委託費の範囲等の認識に関し、当社と同社との間に相違が生じてお

り、当該認識の相違を解消するため、継続的に協議し、和解に向けての調整を行ってまいりましたが、平成24年４

月２日付で同社より、当社が業務提携契約を遵守しなかったものとして、当社に損害賠償を請求する仲裁手続の申

立てを受けております。 

 これに対し当社は、当社の認識は契約に基づく適正なものであり、同社に債務不履行が存在する旨の反対請求を

平成24年５月14日に行っております。当該仲裁手続の結果によっては当社の業績に影響を与える可能性があります

が、当第１四半期連結会計期間末では不明であります。 

 なお、同社に対する債権に関しては、これまでの交渉の経過及び今後の取引関係の維持継続、並びにユーロ安に

伴う担保価値の減少等を勘案し、将来発生する可能性のある損失を見積もり、前連結会計年度に貸倒引当金を計上

しております。 

 当社が受けた仲裁手続の申立て及び当社による反対請求申立ての概要については下記に記載のとおりでありま

す。 

  

①当社が受けた仲裁手続申立ての概要 

 １.仲裁手続の申立てが行われた機関及び年月日 

   機関：Stichting Transport and Maritime Arbitration Rotterdam Amsterdam（TAMARA） 

   年月日：平成24年４月２日 

  

 ２.仲裁手続の申立てを行った相手 

   商号：Euro Cruise Holding B.V. 

   所在国及び所在地：オランダ ベンメル 

   代表者：Ton Van Meegen 

  

 ３.申立ての内容及び損害賠償請求額 

   内容：未払いの運航業務委託費の支払い 

   請求額：EUR 8,042,743- 

  

②当社による反対請求申立ての概要 

 １.反対請求の申立てを行った機関及び年月日 

   機関：Stichting Transport and Maritime Arbitration Rotterdam Amsterdam（TAMARA） 

   年月日：平成24年５月14日 

  

 ２.反対請求申立ての相手 

   商号：Euro Cruise Holding B.V. 

   所在国及び所在地：オランダ ベンメル 

   代表者：Ton Van Meegen 

  

 ３.反対請求申立ての内容及び損害賠償請求額 

   内容：未回収の債権の支払いを求めるもの 

   請求額：EUR 1,182,592.56- 及び 439,353,358円 
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